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令和7年度相模原市 簡易水道事業決算報s-書

1収益的収入及び支出

収人

ス分

予算額

当初予算額 補正予算額

地方公宮t吏法染

24条第3項の規定

[1一よる女出5貞に係

る財陶充ツ額

π
十

.¥・，叶 簡易水道
¥1M 事業収益

第1頂お t 収 益

第2項宮業外收心

329, 318,1)00

11,793, 000

2S7. 525, ()〇〇

1)

U

1)

0

〇

0

329, 31S, 1)00

11, 793, 000

2S7,523, 000

収人台計 329, 318,リ(X) () (.) 329, 31S, (XW

(単卜/:.円')

決算額
予算額に比ペ

次算額のJg減

備考

31H,妨3,

33, iS33, 7S9

2S3.32S,139

i Kb -151,072

一 S. 2「>7. 211

± 4.191）, SG1

¢うら消費税及び地h消費悦相当額3, 315, 093円）

31S, 8!>3, 928 乙10.-15 !. 072

支山

づ初予算額 補…予算額
予備費

支川額

流用

地方公常企重

法冶24粂吊3
項の規¢によ

ろ支出額

第1款
簡易 水 道

事業 費 川

屯]項宮業普用

第2項営業外費川

第;3項特別損人

染4巧予 倫 費

344,127, 1)00

支出& 計 .3；3'j, 317, 000 356, 317, 300

(申.位：H)

額

地方公$企業

法吊・2G条吊2
項の規¢によ

ろ枠越額一

・へ

U

計
決

3S6, ：i I 7, 0(10

算

地方公$企牟

法ホ26粂ホ2
項ヴ> 規¢によ

る禅墟額

1'

346，4S1,S I 7I)

用額備ろ

9. hi.S,1S3
( >ち消費税及び他ひ消費悦相当額

G, 691）, 77（in）

（.1344, 127,0〇〇334,878, ・583 I)9, 24S, 317

510, 921
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2 資木的収入及び支出

収 7、

区分

予算額

当初予算額 仙正予算額 、卜言|

地方公営!？辛/久冶・26袋

の規ぞによる操越狛；二

係る財源充'1湖

叫続昔逓次操越

額に係るflh¢充

簡昆水道
ポ1士’資木的収入

第1項企業險

237,200, 000

237, '200, 000

〇

け

237, 200, 000

237, 2uf), 1100

42, 009, 000

42, 一.111)0

0

f)

収人 & P十 237. 200, 0⑻ 1.} 237, 2（1〇, 1)00 42, 009.（100
0

(.単位：n）

な 計
・(た

279, 209, 000

279, '209, OOu

279. 209, U00

了・算額に比ペ
算額倫

決算額の増減

1'20, 20u, 0110

159, 009, 000

一 1 59, 009, 000

120, 200, OKU 乙159, U09. 000

い-)ち消費税及び地方消費税当額0円）

翌.年度繰越粕に係る財船-4S. .576, U00H

考

女出

区分

J・・算

当初了・竟額 補正了・算額 流川增減額 小計

地方公^企業;士第

2*:i条の.W屯による

杜・・，1 尚易水羞
1，tA資木日勺支出

染1項桂d改 H費

第2項債債還余

3[）2, !>41,0(H)

237, 3S4, 0(10

->5, 257, OiH)

1)

1)

n

0

(1

II

302,1>41.oon

237, 3R4, 000

65. 257, 一)

42, 009,（100

42, 009, 一

(:)

支出合,i|- ；33'2, 6-11, DUO
1} U 302. 6-11.000 12, o〇y,⑻ 〇

資本的収人額が資本的支山額に不足する額10,127,611円は、損益勘定留保資余で補てんした。

(単位し一ni

額

次算額

翌年 度繰越 額

イ-用額 備ろ継続費
逓次繰越額

合':十

地方公^企業法

第26粂‘ハ叫七・に

よ.る拔楢卽

継統費
通：:欠

繰越額

含uf

0

(1

II

344, G.'iO, 〇[)0

279, 393, 〇00

65. 257, 001)

130, 327,611

GiS, n?1,260

65, 256, 351

4S, 57!|, 000

4R, S76, 000

π

0

(1

(I

48, 671;，()fl〇

4氏 576, ()〇〇

〇

165, 746, 389

1 GiS, 74iS, 740

G19

いち消費税及

び地方消肯税相
う額3, SSO, 400

n)

0 3 11,650, 000 130, 327, 611 IS. 576,⑻1}
0 1H, 57G, 300 1G5, 7 1G, 3.sy
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令和7年度柏模原市簡易水道事業損益計口苦

(介和7年4月1Hから介和8年3月31Hまで)

1営業収益

(1)給水収益

(2)その他営業収益

(単位：円）

32, 233, 269

77, 00032, 312, 2（>9

2営業費用

(1)抑水及び浄水費

(2)配水及び給水費

(3)業務費

(4)総係費

(5)減価慣却費

(6)資産減耗晋

営業損失

加

20

4

79

162

25

164

361

297

283

743

311

902

241

021

723

833

190 32S, 191，910

295, H79,1

3営業外収益.

(1)受取利息及び配ゴ余

(2 )水道利用加入金

(3)他会計補助余

(4)畏則前受余戻入

(5)雑収益

522, (543

600, 000

185, 783, 000

83, 554. 701

347. 499 270,807,843

4営業外費用

(1)上払利息及び企業債取扱諸費

経常損失

5特別損'火

（1)過年度損益修正損

出年度純損失

前年度繰越欠損金

その他未処分利益剰余余変動額

ゴ年度未処理欠損余

11,529, 07911,52り，079259, 27S, 761

36, (300, S77

40. 052 40, 052 40, 052

36. 640, 929

17,383,250

0

 54, 024,179
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令和7年度相模原市

(令和7年4月1Hから

商.易水道事楽欠損金計口書

令和8年3月31Hまで）

(祖位:円）

損金

資本合計余金 利益乗IJ余金

資木剰余余合計 減債積立余 人・処理欠損余 利益剰余余合計

0 0 A 17, 3S.3, 250 A 17, 3S3, 250 217, S1 5, 091

(J 0 (J 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

(繰越欠損/が

A 17,3S3,250 A 17,383,250 217, SI5, 091

0 0 A 36. 640, 929 A 36, 640, 929 A 36, 640, 929

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 A 36, 640, 929 A ・36. 640,929 A 36, 640, 929

0 0 0 0 0

0 0

(二年度七処理欠損金）

A 54,024,179 A 54,024,179 181, 174,162

資本金

欠

資本剰

受贈;H産評価額 補助余

的丁度末残高 235,19、311
0 0

前年度処分額 0 0 0

議会の議決による処分額 0 0 0

減借積立金の積立. 0 0 0

資本金への組人 0 0 0

処分後残高 235, 198, 341
0 0

当年度変動額 0 0 U

資本剰余余の受入 0 0 0

資本余への組入 () 0 1)

企業債の償還 0 0 0

上年度純利益 0 0 0

利益剰余企への振替 0 0 0

当年度末残高 235, 198, 341
0 0

廿和7 T一度相模原巾簡易水道亨業欠損金処理計算書

(単位：円:)

資本金 資本剰余金 木;処理欠損金

当年度末残高 235, 19S. 341 0 A 51,021,179

議会の謠決による処分額 0 0 0

条例第5条による処分額 0 0 0

減債積立金の積立 0
（
)

0

資本金への組入
0 0 0

処分後残高 235,19H, 311 0

1碎越す、措・-T,・)

A 51,02-1,179

簡易水道事業会計
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令和7年度相模原市簡易水道事業貸借対照表
(令.fn 8 ・年3片31円）

資.芯.の部 負佑の郎

1固足齊必

(1)有形固定資産

イ十地

口建物

減柵信却累旨|額

ハ構築物

減価俗却與計額

二瓶械及び装置

減柵信却累計額

ホ建設一阪勘定

有形同定資産合計

(2)無形囚定資産

イゾフトウエア

211

亡34 277 328

3. 652

i 663

132 3（15

S34

亡351 666

13. 787, 965

177. 535. 397

2, 9SS,115.168

482.927. 994

23, 978, 860

3, 686. 375, 384

2.544.000

('申小/.: I1])

無形固定資)7C合計2, 544. 000
同定資産合計3, 688, 919, 384

2 流動齊必

(1)現余・預命・

(2)末収金

貸倒引当金

流動資超含計

322, 131,156

51，182. 231

乙1,0り6. 00053, 086, 231

375, 217, 3S7

資尿ひ計 4. 061.136. 771

3 岡定負依

(I)企業債

イ建設改β費等の財源に充てるための企業偵1.596.957. 310

企業債合言|1，596, 987, S10一
因定負債・;>計

(中.位:H)

1,596. 987, 810

4 流動負沿

(1)企業債

イ建設改H費等の財源に充てるための企業債

企業佑含計

(2)未払令

(3)引当金

イ賞与り1う金

り|当金π計

（4）fnり余

流動負偵;十計

82,173, 626

S2,173. 626

49,190, 866

一5,-189, 000一
5, 489. 000

185, 653

137, 039. 145

5繰延収益

（1)β期前受金

イ受贈財産評価額

収益化累計額

口同|±U補助金

収益化累計額

ハ、負担令

収益化累計額

繰延収益π計

2,134. 728. 6S0

匕 509. 946, 818

662. 717,172

A 13S. 603. 653

60, 000

A 19, 727

1.G24, 781,862

524, 113. 519

40. 273

2,148, 935, 6.54

負債 π 3.882.962. 609

資本の部

6 資本企235, 198, 341

7 剰余企

（1）利益剰余金

イ当年度未処理欠損企

利益剰余金合計

剰余金斧5十

54, 024,179

さ 31,021,179

亡 54, 024. 179

資本含 1S1. 174.162

負債資本合言 4, 0G4, 136, 771

簡易水道軍業会計
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注 記 3 リース契約により便用する囚定資症に関する注記

1重要な会31方針に係ろ事項に関する汗記

(1)固定資芹の減価償却の方法

ア有形丙定資産

・減価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

珪物15~50年

構築物28-50^

機械及び裝置6 ~20年

イ無形同定資産

・減価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

ソフトウェア〇年

(2)引当金の計上方法

ア退職給付引当金

職員の退職手当は、一般会計がその全部をft担することとなっているため、退職給付引当

金は計上していない,、

イ賞与引当金

職員の期末于・当、勤勉于・当及びこれらに伴・）法定福利費の支給に備えるため、当丁度末;こ

おける支給兄込額に某づき、ゴ年度の負担に屈する額を計I-.Lている。

ウ貸倒引当余

債柿の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実靖宰等によるH収不能兄込額を計上して

いる一,

(3)消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式としている。

2 貸借対照表に関する注記

(1)企業借の慣還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業浩（当年度の末口の翌口から起X?して1年以内に償還予

定のものも含む。）のうち、一般会計がfUUすると見込まれる額は、1,679,161千円である。

(1)リーフ、取引の処理方法

リース料総額が300万円以|・.のファイ十ンス・リース取引については、通常の売買取引に

係る方法に準じた会計処理とする。

リース料総額が300万IU未満のファイナンス・リース收引については、通常の貫貸借收引に

係る方法に準じた会計処理とする：

4 セグメント悄報に関十る汁記

(1)報告セグメントの概要

簡易水道事業会計では、青根簡易水道事業及び藤野簡易水道事業を運営しており.&事業で

運営方針等を決定していろことから，それらを報;1/セグメントとしている：

ア各報告セグメントの半業内容

セグメント区分 事業の内容

青根簡易水道事業 青根簡易水道における生活川水その他の浄水供給

藤野簡易水道事業 葛原簡易水道及び牧野ヤ央簡易水道における生活川水その他の浄水供給

イ各報告セグメントの財務情報

(単位:千円）

W根簡易

水道事業

藤野簡易

水道事業
π計

営業収益 12,320 19.992 32.312

営業費用 120,647 207.545 328.192

営業利益 A 108,327 A 187,553 A 295,880

経常利益 A 4, 435 A 32,166 A 36,601

セグメント資産 1,891,646 2,172. 491 4, 064.137

セグメント負債 2.047,725 1,835, 238 3, 882, 963

その他の項|q

他会計繰入金 45,313 140.470 185.783

減価慣却費 74, 997 87. 747 162.744

固定資産の増加 A 58,028 A 86.679 A 144.707

（2）建没仮勘定の整理方法

建設改良丁.車でその丁.期が1事業年度を越えるものは、建設仮勘;E・をもって整理する。

令和8年8月2 4 H提出

相模原市長本村賢太郎

簡易水道軍業会計
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簡易水道事業会計決算附属書類



和7年度相模原市簡易水道事：報告苦

1 概況

(1)総括事項

本市の簡易水道¢業は、相模原市丙部の津久井・藤野地区：こ位逼し、甲一成18 '十・ 3月

及び平I人19年3月の市町合併により旧津久井町及び旧藤野町から引継ぎ、給水を行つ

てきた。平成2 9年3月には、「相模原市地域水道ビジョン」を改定し、「安t.で良質な

水を将架にわたり安定して供給できる水道Jを基本理念として、安全な水Kの維持、健

全経営を保-)水]1、災害に強い水道を目標として掲げた.

また、当ビジョンに汰づき.令和2年4 に地方公営企業法を適用するとともに、相

模原加簡易水道事業審議会を設逞し、今後の経営のあり方について審議をいただき、当

審詠会からの答申に其づき、令和5年3月に中長期的な経営の甚イ、計幽であろr簡易水

道事業経営戦略Jを策定し、持統イ能な事業迎営の¢現及びTTTKの料金格差の解消を図

るため、令和7年4月から5年間の激変緩和措置を設け、3段階に分けて沖奈川県営水

道と同一の料金体系に改定し、経営の健全化にい|けた取組を進めているところである....

¢2)経営指標に関する事項

令和7年¢決算における経営成縞について、経営の健全性を丁、す経常収支比宇は、前

什・度比10 .8ポイント減の8 9 .2 u-i：.となつた-また、料金水準の妥性を不す料金

H収率は、RI)年比1.1ボイン・ト増の12 .6 ?-〇となり、依然とLて事業に必要な給

水収益が不足L、多額の一般会計繰入金に依存している状況を示している。

施段の老朽化の状況については、償却対象W産の減価償却の状況を示す有形固¥資座

減価慣却牟は、前年度比3.3ポイント増の2 2 .3 %、法定鮒用年数を経過した管路

延βの割合を示す管路経年化宇は.法屯耐用年数を経過した管路がないため0 %て・ある

が、引画的に施設の更新等を行つていく ...

経営指標の推移〉（単位：% )

R 3 R 4 R 5 R 6 R 7

経常収支比平 102.1 100, 0 105. 6 100. 0 89. 2

料余回收平 10. 3 11,4 11.7 11.5 12. 6

有形同定資庄減価償却率 R. h 1 2. 3 i r). s 1 9. 0 22. 3

管路経年化毒 0. 0 0. 0 0. 0 0. 〇 0. 0

簡易水道事業会計
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4

'し

方

卜

―卜

8立

ル以

8 9 0 H 1 y H'家事用.

尤?？用及

び' 時用

u径2 5

ミリメ ー

I-'レ以1'

4立方メー

トノLジ又|、び)

分

Sマア.h メ̶̶卜

ルを超え・！ 5

立方・メ ー I、ル

以卜の分

15立方メー

トルを超え

2 0 V'. ノノ メ ー

卜八以下の分

12 3円

13 4円

(3) 議会議決事項

ア議決事項

議東番y 件名 提リ!年q U 議決等年月U

議案第111号 分和6年¢相模原市簡易水道事業会計決算 令和7年8月25 FI 合和7年9月加円

議案第12じ 合和8年度相楊原十簡易水道¢業:f舁 令和y年2月16 y 合和S年3月2，1H

議案第3 3号 相模叱市下水道采f外等の一郎を改iEする策例について 令和S年2月16 口 令和S年3月24 口

イ報告半項

幸|^告番号 什名 提出年月円

報告第14号 簡易水道事某会計予算の繰越額の使用:こ関十る計両について 竹和丁年,5月29日

U)職員に間寸る半I良
(中イi ：人)

勘)セ別 職員（+・務） 職員（技術） 計

損益勘定支弁職H

5

( 2 ）

3

( 2 ) (4)

資本勘¢支弁職員

0

( （） )

0

( 〇 )

0

( 〇 )

al

5

( 2 ）

3

( 2 )

S

（4)

※表中（）は，短時問勃格職員について外苔したものである:,

(5)料企その他供給条件の設定、変史に間する事項

令和6什1Olj1日開催の市議亡において、相模原市簡易水道条例の一部が改+され、

令和7年4月1Rから簡功水道料金及び水道利用加入金を次のとおり改足Lた,：

了 簡易水道料免
rr)令和丁年4月1Uから令和10年31Uまでの間

用途
量水器の

区分

基本’・|1・金

使用水星料金

FI

従一s料金

使用水星
料余(1

トルに

ヽ| h メ

つき>

口俘3 0

ミπ メー

トル

1いVT方

メー ト/し上'人

下の分

2() v ん メー

トルを超え

30 、ソ.ノノ メ ー

トル以下の分

1 S ()円

3 0立方メー

卜れを¢3え

5 0立方メー

トル以下の分

2 4 5円

5 0 A .ノノ メ ー

トノしを拉え

100 V- tj

メートル以卜

の分

2 7 0円

10 0立方

メートルを超

え；1 0 ◦ VT ヵ・

メートル以下

の分

2 S 8 I'J

3 0 0立方

メ ―トル・を¢3

え1，0 Uし>

立方メ--トル

以下の5 ノ'

3 1(3 H

1.（）（）（）tr

ノノ メートルを

超える分

4（）3 π (家 一 川

にあつては、

3 1 6 H ?

1 0 v 方 メー

卜4を拉え

1 5 v ヵ・ メー

トル以下の分

1 2 3 |'J

15立方メー

トノしを拉え

2 0立方メー

トル以下の分

1 3 4 I'J

20立方メー

トルを超え

30 立)j メ ー

トル以下の'力

1 4 0 H

3 ()ウカ・ メー

トルを超え

5 0 、ン.ノノ メ ー

トル以|、の分

1 7 5 π

5 0立方メー

トノしを起え

10 0立方

メー トル以下

の分

2 0 0円

1(一) 0立ん

メ ̶卜'しを¢Vi

え3 0 0立方

メー トル以下

の分

2 0 S円

3 0 0立方

又ートノしを・超

え1,0 0 0

、'八ノノ メー トバ

以1・の分

2 2 6 I'J

簡易水道市業会計
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後2 5

リメー

ル以下

4 AL 方 メ ー

トル以下の

'介

系¢川、

染務用及

び一時川

8 9 0 I'J

料金の棟別

用途
a水器の

区分

ff.本料余

辿用水a料分

令不口10年4 M1日から令和12年331日までの問

從呈料余

使Md水M
料 <1> (.1立んメー

トルにつき）

4立方メ^―卜

'レを超え3立

んメー トル以

卜'ん分

1 9 1']

S iz.んメ̶̶卜

'レを超え13

立ブテメー トノし

以下の分

13 8円

15立方ノー

卜 ルを超え

2 0立方メー

トル以下の分

14 9円

20 v 方 メー

トルを超え

30立方メー

トルU 1'ソ> 分

2 0 0 1']

3 0 く|-カ メ ー

卜'1を超え

5 0 立>? メ ー

トル以，I:の分

2 f3 5 円

5 0立方メー

卜'レを超え

10 0 tr り

メートル以下

の分

2 9 cm

10 U立方

メー トれを起

X 3し）り立方

メ ートn以下

の分

3 1 3 I'J

3 0 0 、/: Jj

メー ト'レを（til

え1，0 0 0

立方メー-卜-'し

以下ゾ）分

3 41円

1,0 0 0 立

んメー ト.'レを

超えろ分

4 3 3円¢家平用

にあっては、

3 4 1 H)

(-イ）

簡易水道市業会計

3 0 () v.方

メ ートルを超

えし 0 0 0

立方メー|・'レ

・Iソ、下び）分

1,0 0 0 AA
方メー-トルを

超える分

3 0 0 v.方

メ トルを超

え1,0 0 0

立方メートル

以下の分

1.0 0 0 V

ノノ メ ートルを

超える分

1.0 () 0 V-

~tj メ̶̶ I、 ノレナ匕

超える分

3 0立方メー

トルを超え

5 0立方メー

ド ノレ以下の分

5り立んメー

トルを超え

10 (>古.方

メートル17, I ・

'ハ 77
10 0立方

メ トノしを超

え3 0 D、/:ん

メートル以下

の 77 
3 0 (.) V.方

メ ー 1' ノレを槌

え1,0 0 0

立方メートル

以下の分
1,0 0 0 立

ノノ メー トノレを・

超える分

5 0 、'へ ノノ メ ー

トルを超え

10 0 v.方

メー トル以下

の分

3 0 3 π (宋串用

にあつては、

2 2 6 円）

17 5円

2 0 0円

2 0 8 I'J

2 2 6 π

3 0 3円（家牢用

にあっては、

2 2 6 円）

2 0 0円

2 0 S H

2 2 0円

3 0 ；1 I'J 串川

にあつては、

2 2 6 円）

2 0 8 H

2 2 6 π

3 0 3円（家牢用

にあっては、

2 2 ti I'J)

π f5 4 0

ミリメー

トル

3 0立方

メー トル・!・ン,

卜の分

6 .

π 仔 5 ()5 0 く|.）J11.

ミリメー メー ト/1・ W

トル下の分

口径 7 51 0 ()立ん 2 7,

ミリメー メート八以

トル下の分

0 0 0円

5 0 f)円

0 1 0 H

4、/:カメート

ルを超えS、/

h' メ ートル上:人

下の分

19円

8立方メー ト

'レを超える分

5 7 H

公來浴場

用

π仔7 5

ミリメー

卜/レ1・ソ，1'

4、ン.)j メ ー

卜し[人下

分

S 9い円

□
.
ミ
ト

力
超
方
下

立
を
立
以

>
ー
ル
0
ル

〇
 
-
 
3
 
一
,
'
"

方
超
方
下

立
を
立
以

〇
ル
0
ル

卜
〇
卜

〇
 
一
 
3
 
一
,
'
"
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π径5 〇

ミリメー

1'ル

U抒7 5

ミリメー

['ル

5 0、'< ん

メート八以

卜の分

1()()立カ・

メー トル以

下の分

15 0 0 円

2 7, 〇 1 〇 π

5 0、'ハカメー

卜、レを超え

1 〇 u 立 77

メー トル以下

の分

2 5 5円

1 0 () 、'： h

メー トノレを・超

え3 0 () V.ん

メ ートル以卜

の77-

2 7 3円

3 〇 〇 立 Ty

メ '―トノしを超

え1,0 0 0

立ヵ・ メートル

以1・の分

2 9 6円

1,0 0 〇 立

方メートルを

拉える分

3 8 3円（家字用

にあ-ては、

2 9 6 円>

10 0カ・方

メ ー I- ノレを矛召

え3 0 0立方

メートル以[-

の分

2 7 3 π

3 0 0立方

メ・ー トノしを超

え1，0〇0

立方人ートル

以下>7）分

2 9 6円

1,0 0 0 立

ん メ̶̶1・ /レを

柏える分

3 8 3円（家字用

:二あっては、

2 9 6 円）

・4 立方 メ ー-1'

ルを超えS立

方メー|、ル以

下の分

2 0 I'J

S立方メ ー-1'

ルを超える分

5 7 I'J

公衆浴場

川

U径7 5

ミリメー

i、ル.以下

トル以下ゾ)

分

8 9 0 I'J

(ウ）令和12年4 A1tin降

用途
量水器の

区分

金の種別

坑イ、料令 述景科・令

使用水量 料金 使用水里
半卜允（1)j メー

トルにつき）

家車用、

樂務用汝

び時用

口俘2 5

リ メ ー

トル以1-

4立んメー

トル以卜の

分

S !) 0 円 4 Vr ノノ メ̶̶卜

ルを超え8立

ノノ メ ートルJ '人

卜' の分

2い円

S v ノノ- メーート

ルを超え15

人/ メ̶̶1、/レ

以I・の分

15 3円

簡易水道事業会計
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ロ・^:3 0

ミリメー

トル

10立方1，

メートル以

下の'々

15古.ヵ・ メー

トルを超え

2 0立ヵ・メー

1、，しiスト・び > 分

1 6 4 π

20立方メー

トルを超え

30立方メー

卜'1以下の分

2 2 0 H

3 0 v. )j メ ―

トルを超え

5 0古.方メー

卜'レ以下の分

2 8 5円

5 0 V. )j メ ー

トルを超え

1()0 立}j

メ ー 1-.，レ人ソ、卜

の分

31D円

10 0立方

メ ̶トルを超

え3 0 0、ンh

メート-'L以下

の分

3 3 8円

3 0 0立方

メ トルを¢n

え1，0 0 0

立方メートル

以卜の分

3 6 6円

1.()0 () V.

超える分

463π (家串川

にあつては、

366円.>

10立方メー-

卜 ルを超え

15立方ノー

卜 ペ以下の分

1 5 3 H

15立方メー

卜'しを超え

2 0立方メー

卜'1以下の分

1 f3 4 円

20 v. )j メ ―

トルを超え

30 V.ん メ ―

卜./in卜の分

2 2 D円

3 〇立方メー

トルを超え

5 0 古.h メ ー

トル以下の分

2 8 5 π

5 0立方メー

トルを超え

10 0立方

メ ―卜，し上ズト

の分

310円

10 0立方

メ ̶トルを超

え 3 0 1)、'，.ノノ

メ ―卜，し上ズト

ソ > 分

3 3 S円

3 0 0立方

メ ートルを超

え・1,0 0 0

立方メートル

以下の分

：3 6 6 I1」

1.0 0 0 立

超える分

4 6 3 |'J (家事用

にあっては、

3 6 6 1']）

π 径 4 (一)

ミリメー

トノし

3し> 立θ

メートペ以

下の分

6 ,0 0 (J 円 3 0立方メー

トルを超え

5 0ウ・方メー

トル以卜の分

2 S 5円

5 0立方メー

トルを超え

10 0立方

メー|、ル以下

の分

310円

1し> 0立h

メ ̶トル・を超

え：3 0 0立方

メートル以下

の分

3 3 8円

30 0立方

メトルを・超

え1,0 0 0

立ノノ メー トル'

以卜の分

：3 (3 (3 |'j

1,0 0 0 立

超える'寸

4 6 3円（家事用

にあっては、

3 6 6 円}

口径5 0

ミリメ ー

1、ノレ

5 0立方

メートル・!ソ，

下の分

11,5 0 0円 5 ()立方メー

トルを超え

1 0 0 1L h

メートル以下

の分

310円

10()立 ノノ

メ ートルを超

え3 (一) 0立わ

メートル以下

の分

3 3 8円

3 0 0立方

メー トノレを超

え1，0 0 0

^T.メ ̶̶1、ノ レ

以下の分

3 (3 (3 円

1,0 0 0 立

カ・メ̶̶ドノしを

超える分

463H（家事ffl

にあっては、

366H')

口径7 5

5リメー

ド ノレ

1 0 0 立)j

メートル以

下のつ/

2 7 ,0 10円 1 〇 〇 立 A

メ ̶トルを超

え 3 () (') v 力

メー トル以ト・

フ）分

3 3 8円

3 0 0 v.方

メー トルを（Ln

え1,()0 0

立方メートル

以卜の分

3 (3 6 円

簡易水道事業会計
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1.0 () () v

方メ̶̶トノしを

超える分

4 8 3円（家爭用

にあっては、

3 β 6 円）

・公來浴喘

川

口径7 5

ミリメー

トル以1'

4 く| )j メ ー

トル以下の

分

S 9 (> 円 4 、ン h メ̶̶卜

ルを超丈S立

方メ ー 1・ ノし以

下のう）

2 (>円

8立方メ'一 1'

，しを超える分

5 7 H

イ水道利用加入金

呈水器の区分 金額

U径2 5ミリメー|-ル以下のも くハ 呈水器1個につき12 〇，り〇 〇 π

π吐2 5ミリメートルを超え

4 0ミリメートル以卜のもの

®水器1個につき8 7 5,0 0 0 H

口径4 0ミリメートルを超え

5 0ミリ.メ ートル以下のもの

量水器1個につき1,3 5 〇. 〇 〇（} π

口ぼ5 0ミリメー トルを超え

7 5ミリメートル以1・ヴノれの

品水器1個につき 3 ,2 5 0,0 0 0円

口径7 5ミリメ ートルを超えるもの 市長が別に定める額

3 業務

C1）某務阜

事項 令和7年度 令和年度 把減 対前年度比

十：度未給水戸数（戸） 1.004 998 (5 100. (5%

年度末給水人π (人） 2,129 2,110 19 100. 9%

年：間秘水量(.llf) 295,696 32S,270 A 32. 57-1 90.1%

年問総仁収水量（mハ 213, 4S1 2(56, 260 之 52, 779 SO. 2"h

一日平均給水景 fm:j soy S9S ム89 9(),1°.>

2 丁.車| 5 0 0 .ん円以上の丁至を記載>

(1)建設エ¢

該当事項なし

C2)改良I:事

ア迂茂改良繰越

1車匕杵 1>概要 I:事費（π) 哭約π 肴 | メ| 4 π 賤n 4 π

システムd蒔工事

監屯子局（青恨浄水埼）

千レメー シ装黃（/r扱(争水場）

引装テしメーゲ盤（氏井^!水池）

水・(バ|【荒井・塙汁呼-音久和Sd水池）

33. 330, 000 K6.11.（5 R6.11,6 K7. 7. 31

蔣野冶易水道ふ方匕™

システム史新工事

ミ丁-サ̶̶ノ'̶̶

L 了 t；コ・ビキタスモシュール

フ、(ソチングハ、ゾ

6. 2U1, 0(10 R6.12. 21 R6,12. 21 R7. 6. 30

イ当該年度

上亨れ称 上亨概.要 上亨費（円:1 契約口 着上牢4 口 竣上牛4 口

.&啄W易水)idぷ井戸

水貯砲mx新ほ改n t.弔

深井尺ポニソ

貶二号水せ

仮設制御9S

10, 7み・0⑽ RS, 2.16 R.S, 2,16 K8. 3.13

簡易水道¢業会計
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(2)爭業収入に関する果項

(中位:H)

行和7年度 描戍比

営業収益 32, 312, 269 10. 6"〇

袷水収益 32. 235, 269 10, 6%

その他営光収益 77, 000 0. O'V,

営 業 外 収 益 270, S07, 843 S9. 4"〇

受取利息及びQd当金 h22, 643 0. 2rv

水道利川加人余 600, 000 0. 2%

他会計補助金 1 Sh. 7S3, 000 61.3%

長期前受金戻人 S3, 554, 70 1 27. “%

雑収益 347, 499 0.llG

計
3U；J. 12H,112 1'Ht. (A

(3)果業費に関寸る¢項

呼位：H)

廿和7年度 描・hU七

営業費用 32S,191 910 96. 6%

拉水及び浄水費 3R. 164 902 10. ii%

配水及び給水費 20, 3(51 241 6. 0%

艾拷費 4, 297 021 1.3%

総係費 79. 283 723 23. 3%

減価償却費 162,743 833 47. 9%

資産減耗費 2B. 341 190 7, 5?,,

営ム 外 費用 1 1.529 079 3, 4?r,

支払利息汝び

<卜'・艾債取扱諸費
11,529 079 3. 4°0

特別損リ、 40 052 り.U%

過年改根益修TF招 40 052 0. 0%

p
十

339, 761 041 100. 0%

(4)その他主要な卓ェ貞

該当事・なし

4 会計

¢ ]）革要契約の要旨（し〇 〇 〇力π以上の契約事項を記載)

ア 丁事詰負契約

契約y 契約余街nn) 契約内容 契約の相手方

令不ππ年2月16 11 10, 75S. 000 F, ・'e?. ra 水川ズ井 > 一 -j；1 石:，.什 hx 改艮 1 t 有限公社小|||設備

イ業務委託契約

契約0 契約金額 契約内容 契約の相手方

・令不口 7す11月^ y 18, 576, 000 吉根簡.5'水道伐械快器吏叫辛w X- i.t 株戍会虹^澤エンン---マ"ンク・'トーピフ、

令・和7年5川27日 10.16 1,()0() 篠咬配水池耐襄5¢断^ご|辛務禿託 ，し|本ク1・ヤフ.いし，'：|味パ，・-:十|!|什や巾rtド|'|

¢2）企業債及び一時は入金の概況

ア企業依（屯位：円}

区分
什和6年度末

残晶
本什:度借人晶 本〒度償還高

・什和7年茂末

残高

政府H余 646, 376, 050
0

31,55f5, 736 (514, 819, 314

地方公共団休余融機構 49S,341,737
0

21,446, 953 47(5, 894, 7S4

市中銀行 250, 225, 000 120.200.000 1.525, 000 368,900,000

市中銀'f」以外の余融煤関 229. 275. 000 0 1().727. 662 21S.547,33S

その他 0 0 0 0

合計 1, 624, 217, 7S7 1 20, 200, 000 65, 256, 351 1,679, 161,436

イー時借入令（中.位：円）

ド分
分和け年境末
残高

如年度借人A 如年度償還高
ZN和7年度末
残向

市中銀行 0 0 0 0

他会Ml借入金 0 0 0 0

合計 0 0 0 0

簡易水道事業会計
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¢3)その他会計経理に間する重要卓項

該当車項なし

5 その他

(1)他会計繰人余等の使途の特定について

収益的収入の一般亡計負州分18 5, 7 8 3, 0 0 0 口については、減価俗却昔や職員給与晋等

(特定収入以外）に充'ぶした。

令和7年度相模原市簡易水道亨業キャッシュ-

(合和7年4月1Rから合和8年3月31

1業務活勤によるキヤッシュ・フロー

当年度純利益

減価慣却費

引当金の増減額（△は減少）

長明前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

有形叫定資産除却損

末収金の増減額（△は增加）

未払金の増減額（△は減少）

預り金の増減額（△は減少）

小計

利息及び配'う金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

2投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

投資活動によるキヤッシュ・フロー

3財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収人

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（△は減少額}

資金期t残高

資金期末残高

フロー計算書

Rまで）

(単位：円）

a 36, 640, 929

1R2, 743, 833

389,⑻()

A 83,554,701

A 522,643

11.529.079

25,341,190

A 13, 319, 00S

6. 66S. 462

A 1.028.654

71,605, 629

522.643

A 11,529,079

60, 599,193

A 102,522,960

A 102, 522, 960

120, 200, 000

A 65, 256, 351

34.943.649

13, 019, 882

309, I I I, 274

322,131,136
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収益 費用 明 細 苦 2 費用

.円）

款 15 0

節
免額 備考

,簡易水道
平榮収益

303,120,112

1営業収 品 32.312.269

1給水収益 32, 23,'5, 269

ni水逍料金 32, 23,'5, 269

99その他.當染収益 77, 001）

01手数糾- 77, 000

2営憂外収益 270. S07. S43

,・S 敗利忌
1及び配づ余

522, 643

01預分利.S. 522, 643

2水道利用加人令 GOO, 000

01水道利用加人令 600, 000

21他亡nt補助金 1S5, 7S：-1,〇0〇

01一般公計補助金 1SS, 7S3, 000

31畏期前 >；金W入 幻，5S ], 70 ]

m有形1み|定資所
丘期前受企R入

幻，554, 70 ]

9リM收<1?. 347. 499

99咋収益 347, 499

収益 π nt 303, 120,112

款
項 R ππ 金額 1'w考

1衒 B 水 道
1芋樂普用

339, 761 G 11

1営戈費用 328,191 910

1原水攻び浄水費 36.161 902

15備泊耗品費 1, (KH 712

21光烈 水 背 11.627 829

31繕費 11,400 (l〇f)

33通信連搬費 472 833

35手炊料 16 70i)

37ゑ〇t料 11.604 400

-11 M倍-H I3S

G 水及.び給水党 20. 361 241

15備ii'j耗/ふ費 61 191

17 t才料背 1,024 620

21)'：熱 水 昔 1,255 751

31修繕普 592 一

33 ig15運搬費 5tt 1 779

37委〇¢料 16, 831 800

36某榜費 1, 297 021

15備ii'j耗ふ\普 131 300

29印刷製本費 133 OOD

35手牧料 37t) 621

37委託U 3, 122 100

47 e（担余 54i) 000

41ま碎費 79. 2S3 723

t)1給料 30, (>62 son
了・算額

34, 240. 000

03職員于辛等 S, 974 318
予筧額

10,272,000

04期末 手 二 5, 462 741
了，算額

6, 001,000

05勁 勉于・当 1, 625 201
予裔額

5, 841.U00

07 TH酬 2,如 921
予昏額

2, 806. 000
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(甲位.N)

次 項 U

節
金額 其

09法定福利費 10, 484 317
了巧額

13,114, 000

13碎費 207 171

15備消托品費 39 208

27燃料背 491 673

29印刷製仁費 1 f 72(1

37 委3C++ 1,030 000

39使用料 546

・11貨倍科 1,381 780

-17負川 B, 917 391

63食掻費 5 346

bh W険料 67 590

81皆倒引当令挽入額 505 000

33貨与引ゴ金繰人滴 5, 4S9 11110
丁草額

7, 534. 000

46減情|陪却晋 162, 743 833

fl,介形固定資産
・ 1減優償去|1費

161,895 833

u無形囚i'資命
11賊価償却費

848 000

51 H允城耗費 25, 3 11 190

01固定'5産除却背 25, 341 1SK)

2営秦外費用 11,329 079

.女払利.S.及び

1企業佑取拔品背
11,529 079

01企桑佑利§. 11,329 079

3特別損丈 40 052

31過年度柏益:修止招 10 052

01過年度損益修it損 10 052

費用斤!1' 339, 761 041
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固定資産明細書

1有形固Ttw産明細¢

資産の柚領
年度当初
現在高

当 年 度

增 加 額

当年技

減^:シ額

年 度 未
現 在 高

十地 13, 787, 965
0 0

13, 7S7. 965

建物 211,812, 725
(1 0

211,812, 725

構築物 3, 667. 535, 055
0

13,102, 730 3. 652.132. 305

棟H及び装匿 79ド，337. GGO 35. 940. 000 0 834. 277. 660

建設仮勘定 27, 935, 000 59,190, S60 63,117, 000 23, 978, 860

含針 4, 719. 40S, 405 95,130, S60 78, 549, 750 4. 735. 9S9. 515

2無形因定皆匝明細書

(単位：H)

減仙1惜却累計額
年搜永
膚却未 済 高

備考出;1度
增 力〕額

う ;l度

減少額
累計

0 0 0

13, 787, 965

5, 712, 888
0

34, 277, 328 177, 535, 397

109. 595, 017 1,155, 560 663. 987.137 2, 9SS, 115,16S

46. W7. 92S 0
:;M，349. 666 482. 927. 994

0 0 0

23. 978. 860

161. 895, 833 1,455, 560 1,049. 614.131 3, 6S6, 375, 3S4

(単位：H)

年度末
輪考

2, 5 11,000

2. <544. 000

資産の挿 *T!
年境初

現在^

当 年 度

增 加 飴

当年度

減・し'舶

当年度

減価慣如

ソマトウェア 3, 392, 000 0 0

y is. 〇〇〇

合言| ；i. 392. 000
0 0 S4S.000

簡易水道事業会計
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企業 債明細書

(單位：n）

借遍尚
未僞還残高 利率 悄還終朋

千年度惜還 俗還累計

1,690.802 31,51S. 7S8 3.1S1,212 2. 0000% 合和10年25日

1.089. 205 19. 599. 257 3. 400. 743 2. 0000% 介和11年3月25日

706, 049 9, 771,471 7, 028, 526 2. 0000% 令和17年3月25日

499. 410 6, 456.122 5. 643, S7S 2. 2000% 令和1S年3M25日

579. 709 7, 2S1.95y 6,りIS, 041 2. 2000% 令和1S年り月25円

39S. 06S 4.リ 9, 09fi S. 4S0. 904 2. 2000% 令和20牟3月25 π

255. 631 2. 741,731 3, S5S, 269 2.10眼 令和21年;iq25U

1,095, 732 10. 933, 088 17,866,912 2. 0000% 令和22年3月25円

S3R. 297 7. 743, 773 1 4. 356. 227 1.一〇% 令和23年;iq 25 11

1,031,913 S, 26S, y〇2 19, 631.09S 1.6000% 合和21年9月25 tl

3, 312, 471 19,167, 939 71,732, 061 1.2000 合和27年3.dIB

5, 0(59, 73S 25. 247, 64S 103, 552. 352 0. 2000°.. 介不口 2S年3H25B

10,11・1,66.5 31,057, 713 215, 6-12, 257 0. 6000% 什和30年3月1日

4, S4S, 016 13. 57f5,196 106, 023. 804 0. 5000% 廿不口31)年:川2.5日

476,065 6, 5S8, 573 3. 611.427 2. 0000n,, 介和1,5年:川20日

4M. S30 5. 879, 817 4,020,183 2. 2000?；； 令和16年3月20円

522. 590 6. 564, 476 4, 935. 524 2. 2000"；； 台和1(3年9^20 U

391.381 4. 476.り67 4. 423, 033 2. 2000% 合和IS年3月20 H

2SR. 3R2 2. 771. 229 3, 22S. 771 2.1000?；； 台和|9年3月20 π

y〇y, 306 y. 072, y44 14, S27. 056 2. 0000",； 台和22年3月20 U

838, 297 7, 743, 773 11,556, 227 1.8000% 令和23年3月20日

395. 201 3.339.977 7, 260, 023 1.60（ti）"h 竹和24年20日

638, 465 4, 850, 270 12, 449, 730 1.5000% 令和2.5年3月20日

2, 015,139 IS. 362, 968 3S, 937, 032 1.1000"；； 廿和25年3M 20日

5, 039, 3G5 29. 351,33.5 108,148. 665 1.2000u.. 令和27年:川20日

6. 822, 463 13, 617, 718 164, GS2. 282 0, 4000% 令和31年3月20円

702,113 702,113 17. 497. HS7 0. 3000''；； 令和32年:川20 II

81.S71 S 1.S71 2,115,129 0. 3000",； 令和32年3A 20 LI

n 0

62, 700. 000 0. 5000% 令和:^年?，月20 π

I. 89S.1S5 1.SyS.1S5 13.「)0], S]5 0. 4000"；； 令和15年:川2(川

棟預

兒行年月円 允行総額

事業年度 事業名 借入先

平成 9 尚易水道 財政融資 半成1()年4月30円 35, 000. 000

甲成1〇 簡易水道 財政融資 平成]1年4り30し1 23, 000. 一

平 ht 1 6 簡易水道 財政融資 平成17年4月比日 i（i. y（x)，⑻〇

Tb!c 1 7 簡易水道 財政融資 半也IS年4月21π 12.1 00, 000

平成18 簡易水道 財政融資 平)戊19年2 A 26 U 14, 200. 000

平成19 簡易水道 則政融資 平成^年5月27 y 10, 000, 一

半成2 0 簡易水道 財政融資 平成21年・5M洸日 6. 600, 000

平成21 簡易水道 則政融資 下成22年5月29 U 28, 800. 000

平成2 2 簡易水道 財政融資 〒・成23年5/126日 22, 300, 000

半|々2 3 簡..易水道 .財政融資 平成24年11M27日 27, 900. 0〇0

平|戊2 5 節易水道 財政融芦 平成U牛3月2「川 91,200. 000

甲成2 7 簡易水造 財政融資 半成2S年5月26 口 12S. ^00, 000

平|ル2 8 節易水道 財政融資 平成30年:川26日 276, 700. 000

〒成2 9 簡易水ii 財政融資 半成30年.5月;28 F1 119, 600, 000

甲成16 簡易水:!i 地方公共団体金融機構 平ル17年3月31 |i 10. 200. 一

平成11 簡易水道 地ん公共団体企融機構 平成18年1月21U 9, 900. 一

半成18 簡昆水道 地方公共団体金融槌構 〒・成19年2 d 28日 11,500, 000

平成19 簡易水道 地方公共団体余融機構 平成2り半,5h]2リ日 S. 900. 000

半成2 0 簡易水道 地ん'公tt団体余融機構 平成21年5月2SH 6, 000, 000

平|ル21 簡易水道 地方公什団体金融機構 平成22'十一5月加θ 23, 900. 000

〒成2 2 簡易水道 地方公共団体金融機描 平成23年,「川26日 22, 300. 000

平成2 3 簡易水道 地方公共団体金融機構 平成24年5月30 P 10,600,000

平成2 4 簡易水道 地方公共団体金融機構 平成2「)年3月2SU 17. 300. 000

甲成2 4 簡易水道 地方公共|!|休金融機描 平成25年;5月3f>円 54. 300. 000

平成2 6 簡易水道 地方公共0体余融機構 平成27年,1S月2H π 137, S00. 000

半成3 0 簡易水道 地ん'公ft団体企融機構 令和1年5只3(川 178, 300. 000

半|々3 0 簡易水道 地方公ft団体金融嵌構 合和2年3月30日 18, 200, 000

平成31 簡易水道 地方公共団体金:融機柄 廿和2年・;SM2S日 2, 200. 000

合和 2 簡易水道 地方公共団体金融機構 令和3年3月:ダ)H 62. 700, 000

令和 3 簡易水道 地方公共団体金:融機構 合和5年3 M 30日 1S,100, 000
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(甲位：H)

償還高
未僞還残高 刊牟 僧還終期

当年度僞還品 俗還累計

1.523. 000 6,100, 000 6,100, 000 0.110 孤 合和12年3月31日

0 0

25. 200, 0(10 0. 700(1% 介和15年3h]31日

0 0

112,100, 000 0. 3600% 令和1(5年3月31円

0 0

105, 300, 000 0. 8450% 令和17年3.J131日

0 0

120. 2f)H, fi〇〇 1.513(1% 介和IS年:i月31日

i,i2s, non 6, 750. 000 2. 230, 000 0. 1450% 令和|0年3月31円

375, 000 1.S75. 000 1.1 25, 000 0.1300% 令和11年3月.31I一|

（375, 000 3. 373, U00 2, 025, OOU 0.1300% 令和11年3月.31H

S. SS2, 662 S. S.53. 662 213. 147, 33S 0. 3000% 令和32年3月2U円

（3-5, 256, 351 337. 138, 564 1,679, 161,436

種粕
発行年d日 発行総額

事業年¢ 事業名 倍入先

平|人:31 簡易水道 市中銀行 令和2年3 d 3(m 12. 200, 000

令和 4 簡易水道 市中銀行 令不||5年3月30 R 25. 200, 000

令和 5 簡易水道 rh'中銀行 令和6年:5月28口 112. 100. 000

令和 6 簡易水道 市中銀行 令和7年3q2SH 105. 300, 000

合和 7 [Si易水道 rh'中銀行 令和S年3月30 R 120, 200, 000

平成2 9 簡易水道 市中銀行以外 平成30年r)q3iU 9. 000. 000

平成3 0 簡易水道 市中銀行・1ス外 令和1年5月:UH 3, ー・ 00U

平|戊3 0 簡易水道 市中銀行以外 令和1年5 d 31日 5.100, 000

平成31 簡易水道 rb中銀行以外 令和2年3月:3()日 221,700, 000

π計 2. 016. 300, 000
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